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中
央
区
長

 

や 

だ 

よ 

し 

ひ 

で

「区のおしらせ　中央」は毎月１日、11日、21日の月３回発行。次回２月１日号は町会・自治会配布です。

毎
年
、
輝
か
し
い
新
春
と
と

も
に
や
っ
て
く
る
箱
根
駅
伝
。

今
年
も
八
十
九
回
目
が
正
月

二
・
三
両
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
感

動
の
ド
ラ
マ
を
演
じ
な
が
ら
行

わ
れ
、
予
選
会
を
経
て
出
場
し

た
日
体
大
が
三
十
年
ぶ
り
十
度

目
の
総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
「
箱
根
」に
限
ら
ず
、
駅
伝
は

い
ま
や
日
本
独
特
の
ス
ポ
ー
ツ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
競
技

の
マ
ラ
ソ
ン
と
ち
が
い
、「
箱

根
」
で
い
え
ば
二
日
制
で
往

路
・
復
路
合
わ
せ
て
十
区
の
区

間
ご
と
に
ラ
ン
ナ
ー
が
入
れ
代

わ
り
、
走
行
場
所
も
異
な
る
と

あ
っ
て
応
援
す
る
側
も
目
を
離

せ
ま
せ
ん
。
走
る
と
い
う
こ
と

は
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本

中
の
基
本
。
そ
こ
か
ら
ま
さ
に

“
１
秒
の
重
み
”
が
競
わ
れ
、

悲
喜
こ
も
ご
も
の
ド
ラ
マ
が
生

ま
れ
る
の
で
す
か
ら
フ
ァ
ン
が

増
え
る
の
も
当
然
で
し
ょ
う
。

　

そ
の「
箱
根
」が
平
成
十
一
年

の
第
七
十
五
回
か
ら
一
月
三
日

の
復
路
を
名
橋「
日
本
橋
」を
通

過
す
る
よ
う
に
な
り
、
区
民
に

と
っ
て
親
し
み
が
一
層
増
し
ま

し
た
。
こ
の
年
、
日
本
橋
が
架

橋
八
十
八
周
年
を
迎
え
る
た
め
、

そ
の
記
念
行
事
と
し
て
地
元
が

強
く
要
望
し
、
主
催
者
側
が
受

け
入
れ
て
実
現
し
ま
し
た
。

今
年
も
日
本
橋
周
辺
だ
け
で

十
二
万
人
も
の
観
衆
が
沿
道
か

ら
熱
い
声
援
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

タイムドーム明石企画展
中央区を読む―館蔵古文書・記録からみるまちのかお―

―郷土天文館所蔵品より―

▲昨年度の写真展
　（月島区民センター１階コミュニティフロア）

▲

﹁
佃
島
共
有
渡
船
出
金
帳
﹂佃
島
渡
船
関
係
文
書　

明
治
三
十
年（
一
八
九
七
）

▲

 ﹁
五
番　

公
用
願
其
外
記
録
﹂

服
部
家
文
書

　

慶
応
四
年（
一
八
六
八
）

▲

 ﹁
書
付（
怪
狗
の
記
録
﹂原
胤
昭
関

係
文
書　

明
治
期
～
昭
和
期

　

歴
史
を
探
る
上
で
重
要
な
手
が

か
り
と
な
る
も
の
に
古
文
書
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
手
紙
や
契
約
書
、
日
記
、
帳

簿
、
ま
た
商
売
の
記
録
や
土
地
の

証
文
、
家
法
な
ど
、
重
要
な
事
項

が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
や
店
に
よ
っ
て
大

切
に
保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

中
央
区
は
関
東
大
震
災
や
太
平

洋
戦
争
に
お
け
る
空
襲
に
よ
り
、

多
く
の
古
文
書
が
失
わ
れ
ま
し
た

が
、
災
害
を
く
ぐ
り
抜
け
、
今
日

ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
企
画

展
で
は
、
中
央
区
民
文
化
財
に
登

録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
め
、
郷

土
天
文
館
が
保
有
す
る
古
文
書
と

そ
の
関
連
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
橋
地
域
の
商
家
の
古
文
書
、

月
島
地
域
の
渡
船
に
関
す
る
記
録

な
ど
、
中
央
区
な
ら
で
は
の
特
色

が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
展
示
で
、
古
文
書
に
親
し

ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
昔
の

中
央
区
の
く
ら
し
を
想
像
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

１
月
26
日（
土
）～

 

２
月
24
日（
日
）

・
火
～
金
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

・
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◎
閉
館
30
分
前
に
要
入
館

休
館
日

　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は

開
館
し
、
翌
日
休
館
）

会　

場

　

タ
イ
ム
ド
ー
ム
明
石
特
別
展
示

室

　

中
央
区
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

サ
ザ
ラ
ン
ド
市
は
、
平
成
三
年
の

姉
妹
都
市
提
携
以
来
、
中
学
生
の

海
外
体
験
学
習
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
行
事
を
通
じ
て
、
双
方
の

歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
友
好
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　

中
央
区
文
化
・
国
際
交
流
振
興

協
会
で
は
サ
ザ
ラ
ン
ド
市
と
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、
写
真
を
相
互

に
交
換
し
、
写
真
展
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

サ
ザ
ラ
ン
ド
市
の
風
景
、
行
事
な

ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
程
・
会
場

・
２
月
３
日（
日
）～
８
日（
金
）

　

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

・
２
月
９
日（
土
）～
15
日（
金
）

　

日
本
橋
区
民
セ
ン
タ
ー
一
階
ロ

ビ
ー

・
２
月
16
日（
土
）～
22
日（
金
）

　

月
島
区
民
セ
ン
タ
ー
一
階
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
フ
ロ
ア

◎
昨
年
の
姉
妹
都
市
親
善
写
真
展

の
内
容
は
中
央
区
文
化
・
国
際

交
流
振
興
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
問
合
せ
先

　

中
央
区
文
化
・
国
際
交
流
振
興

協
会

 

☎（
３
２
９
７
）０
２
５
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://www.chuo-ci.jp/sya
shinten/

／121

費　

用

　

無
料

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日　

時

　

２
月
２
日（
土
）・
16
日（
土
）

　

午
後
１
時
～
２
時

会　

場

　

タ
イ
ム
ド
ー
ム
明
石
特
別
展
示

室

解　

説

　

中
央
区
文
化
財
調
査
指
導
員

　

 

金
子
千
秋

費　

用

　

無
料

◎
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　

郷
土
天
文
館「
タ
イ
ム
ド
ー
ム

明
石
」 

☎（
３
５
４
６
）５
５
３
７

 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
サ
ザ
ラ
ン
ド
市

「
姉
妹
都
市
親
善
写
真
展
」
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対
象

日
時

問
合
せ（
申
込
）先

定
員

費
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

申
込
方
法

会
場

内
容

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

お気軽にお問合せ・ご相談ください。「まごころステーション」☎（3546）0561

（３頁からのつづき）情報コーナー

催し物
図書館利用者懇談会
　皆さんのご意見やご要望を伺い、
より身近な図書館として親しんでい
ただくために利用者懇談会を開催し
ます。
京橋図書館
唖２月23日（土）
　午後２時～３時30分
娃京橋図書館鑑賞室
日本橋図書館
唖２月２日（土）
　午後２時～３時30分
娃日本橋図書館６階ホール
月島図書館
唖２月16日（土）
　午後２時～３時30分
娃月島社会教育会館５階第１洋室
◎直接会場にお越しください。
逢京橋図書館
☎（３５４３）９０２５
　日本橋図書館
☎（３６６９）６２０７
　月島図書館
☎（３５３２）４３９１

第17回中央区雪まつりの開催
～中央区に雪がやってくる

元気な子どもたち集まれ～

　寒さに負けず、外に出て元気に遊
ぼう。ソリやミニスキーで思い切り
遊び、温かい「いも煮汁」などでひと
休み。家族や友だちと一緒に楽しい
一日を過ごそう。
　雪は友好都市の山形県東根市より
届けられます。
唖２月９日（土）
　午前９時～午後４時
　２月10日（日）
　午前９時～午後３時
娃あかつき公園
◎詳しい内容は「区のおしらせ　中
央」２月１日号に掲載予定です。
逢地域振興課地域事業係
　☎（３５４６）５３３９

天体観望会「冬の星雲・
星団を見よう！」
唖２月16日（土）
　午後６時～７時30分
娃プラネタリウムホール、タイムド
ーム明石屋上
亜区内在住・在勤者（中学生以下は
保護者の同伴が必要）
阿大型の天体望遠鏡や双眼鏡を使っ
て、すばる（プレアデス星団）・オ
リオン大星雲などを、専門の解説
員の解説を交えながら観察しま
す。観察の前にはプラネタリウム
で当日の星空や天体の解説を行い
ます。当日、天候により観察でき
ない場合は、プラネタリウムでの
解説のみとなります。
愛50名（申込み多数の場合は抽選）
挨無料
姶２月１日（必着）までに往復はがき
に①～⑤（３頁記入例参照）、⑥参
加者全員の氏名・年齢を記入して
申込む（電子申請も可）。

逢〒104－0044
　中央区明石町12－１

　郷土天文館「タイムドーム明石」
　☎（３５４６）５５３７

その他
手話通訳者が窓口で
お手伝いします
　聴覚障害のある方・音声または言
語機能障害のある方が、区役所に来
たときに手話を用いて円滑なコミュ
ニケーションが図れるよう、手話通
訳者が各種相談や手続きのお手伝い
をしています。

［利用日時］毎週金曜日（午前10時～
　正午・午後１時～３時）

［利用方法］区役所１階受付（まごこ
　ろステーション）にお申し出くだ
　さい。
逢障害者福祉課障害者福祉係
　☎（３５４６）５６９７
　ＦＡＸ（３５４４）０５０５

２月７日（木）

お魚屋さん特売日お魚屋さん特売日
域地橋本日

逢区民生活課消費生活係
　☎（３５４６）５３３２

中央区社会福祉協議会ボランティア
・区民活動センターからのお知らせ
～広げようボランティアの輪～
　本センターでは、ボランティア活
動の普及啓発を図り、たくさんの方
々に参加していただくために次の事
業を行っています。
・ボランティアに関する相談や情報
提供、ボランティア活動のコーデ
ィネート
・書籍・資器材の貸し出し
・ボランティア情報紙「月刊キャッ
チボール」の発行

・地域情報発信サイト「中央社協の

まちひとサイト」の運営
・中央区健康福祉まつりの開催
・ボランティア入門福祉講座、夏休
み福祉・ボランティア体験「イナ
っこ教室」、ボランティア出前体
験講座の開催
・ボランティアのネットワーク化に
向けた連絡会や交流会の開催、ち
ゅうおうボラネット（中央区登録ボ
ランティア連絡協議会）との連携
・企業などの社会貢献活動の支援、
中央ぷらねっと（中央区社会貢献
企業連絡会）との協力

・登録ボランティア団体、ボランテ
ィア活動普及推進校への活動費助
成
・ハンディキャブ（リフト・スロー
プ付き自動車）貸出

・使用済み切手・使用済みプリペイ
ドカードの収集
・手話通訳者・要約筆記者派遣事業
・視覚障害者および知的障害者外出
介護事業
・災害ボランティア受入事業
・被災地でのボランティア活動を行
う区内在住・在勤者に対するボラ
ンティア保険料助成

あなたの活動を紹介します
　「中央社協のまちひとサイト」では
区内のボランティア・ＮＰＯ活動や
地域行事、イベントなどの地域活動
情報を取材して、写真や動画でブロ
グを使って紹介しています。
　活動の紹介を希望する方はお問合
せください。

［まちひとサイトホームページアド
レス］
　http://machihito.blog131.fc2.com/
ボランティア出前体験講座を開催
しています
　本センターではボランティア活動
や地域福祉活動に関心のある区内の
グループ、学校、企業などに出向き
ボランティア出前体験講座を開催し
ています。
　車いす・点字・手話・アイマスク・
シニア体験など実際に体験をしなが
らボランティアや福祉について学ぶ
メニューや、福祉やボランティアの
基本的な内容を学ぶ講座などを用意
しています。
　講座の開催を希望する方はお問合
せください。

　このほか、区内施設や各種イベン
トで行うボランティア、各ボランテ
ィア団体の活動への参加、各種団体
等が行う講座の紹介などボランティ
アに関する情報を提供しています。
お気軽にご連絡ください。
逢中央区社会福祉協議会ボランティ
ア・区民活動センター

　☎（３２０６）０５６０
絢vc@shakyo-chuo-city.jp

小学校の拠点回収が一部中止
になります
　小学校の行事開催のため、資源の
拠点回収を一部中止します。ご不便
をおかけしますが、ご理解とご協力
をお願いします。

［中止する小学校と日程］
　・明石小学校　２月16日（土）
逢中央清掃事務所清掃事業係
　☎（３５６２）１５２３

区道に愛称名が設定されました
　区では、生活空間として重要な役
割を果たしている道路を、わかりや
すく親しまれる道路とするため、区
道に愛称名を付ける事業を実施して
います。今回新たに二路線の愛称名
が決まりました（別図のとおり）。
設定名称等

［京橋大根河岸通り（きょうばしだい
こんがしどおり）］
・起点　八重洲二丁目10番先
　　　　八重洲二丁目11番先
・終点　京橋三丁目３番先
　　　　京橋三丁目４番先

［京橋竹河岸通り（きょうばしたけが
しどおり）］
・起点　京橋三丁目６番先
　　　　京橋三丁目５番先
・終点　京橋三丁目９番先
　　　　京橋三丁目10番先
逢道路課工務係
　☎（３５４６）５４２４
別図

別表　募集する指導サポーター
業　　種 内　　容 応募要件 謝　礼 活動期間

学習指導補助員 1日6時間以内、小・中学校で児童・生徒の学
習の個別指導支援や、学級運営の補助を行う。	

・教員を目指している方	
・教員免許を有する方	
・その他教育委員会の認める方

1時間1,300円	
（交通費なし）

4月～平成26年3月	
（短期間の場合あり）

セカンドスクール
指導補助員

小学校4年生が校外学習施設「柏学園」で実施す
る2泊3日の自然体験などについて、教員の指
導補助を行う。

1回（2泊3日）	
31,200円	
（食事提供あり）

各学校ともおおむね	
6月・9月・11月	
1回2泊3日

理科支援員 1日3～5時間の範囲内で、小学校5・6年の理科授
業での準備、後片付け、教員の指導補助を行う。

1時間1,300円	
（交通費なし）

4月～平成26年3月	
週2日～3日程度

プール教室
指導員

夏季休業中に小・中学校で行うプール教室に
おいて、児童・生徒の指導および危険防止な
どの活動を行う。

・20歳以上で水泳指導に適する方
おおむね4～5時間	
1日　6,500円	
（交通費なし）

夏季休業期間のうち
小学校　15日以内
中学校　10日以内

学校図書館
指導員

1日あたり5時間以内で、学校図書館の環境整
備・貸し出しおよび読み聞かせなどの読書指
導の補助を行う。

・司書（補）資格または司書	
　教諭免許を有する方	
・同等の知識・能力を持つ方	
・その他教育委員会の認める方 1時間1,300円	

（交通費なし）

4月～平成26年3月	
週2日～3日程度

スクール
ボランティア

国語、算数、数学、英語などの基礎的な学習の指導
補助や、パソコンを活用した自習学習において、
パソコンの操作指導や学習内容の指導を行う。

・教員を目指している方	
・教員免許を有する方	
・その他教育委員会の認める方

4月～平成26年3月

◎個人の活動期間については、各学校により異なります。

平成25年度小・中学校
指導サポーターの募集
　平成25年度に区立小・中学校で、
さまざまな支援を行う指導サポータ
ーを募集します（別表参照）。

［募集期限］履歴書兼登録申請書は随

　時受け付けています。
◎	４月から活動希望の方は、３月29
日（金）までに提出してください。
姶	区役所６階指導室で配布している
所定の履歴書兼登録申請書に必要
事項を記入の上、提出する。
◎登録申請書は区のホームページか

らもダウンロードできます。
［提出（問合せ）先］
　〒104－8404
　中央区築地１－１－１
　指導室事業係
　☎（３５４６）６７５７
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(3)

対
象

日
時

問
合
せ（
申
込
）先

定
員

費
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

申
込
方
法

会
場

内
容

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

中央エフエム・ラジオシティ「中央区からのお知らせ」（10分番組）（月～金曜日　AM10：30 ～ 10：40　PM3：00 ～ 3：10　PM9：30 ～ 9：40　祝日・休日、年末年始を除く）、 
企画番組「ウィークリー声の架け橋」（20分番組）（月～金曜日　AM10：40 ～ 11：00　PM3：10 ～ 3：30　PM9：40 ～ 10：00　土・日曜日　AM10：00 ～ 10：20　PM3：00 
～ 3：20　PM9：40 ～ 10：00）はFMラジオ84.0MHzで放送しています。

施　設

講　座
経営セミナー
唖２月26日（火）
　午後２時～４時
娃区役所８階大会議室
亜区内中小企業経営者および従業者

［テーマ］省エネルギーで経費節減！
　	すぐに使える中小企業の省エネ対
策

［講師］東京都地球温暖化防止活動推
　進センター技術専門員　村瀬光一
愛100名（先着順）
挨無料
姶��前日までに区役所７階商工観光
　	課で配布する申込書に必要事項を
記入してファクスで申込む。
◎	申込書は区のホームページからダ
ウンロードすることもできます。
逢商工観光課中小企業振興係
　☎（３５４６）５４８７
　FAX（３５４６）２０９７

異業種交流会
唖２月26日（火）
　午後４時30分～６時30分
娃区役所８階第２会議室
亜どなたでも参加できます。
阿�参加企業の特徴を確認できる紹介
により他社の業務について情報を
得るとともに、自社の強みと他社
の強みを合致させる考え方を学び
ます。

［コーディネーター］
　プロアクティブ（株）　伊藤由規
愛15名（１社１名）
挨無料
姶�２月19日（必着）までに区役所７階
商工観光課で配布する申込書に記
入して持参または郵送、ファクス
で申込む。
◎	申込書は区のホームページからダ
ウンロードすることもできます。

逢〒104－8404
　中央区築地１－１－１
　商工観光課中小企業振興係
　☎（３５４６）５４８７
　FAX（３５４６）２０９７

子育てクッキング教室
唖２月20日（水）
　午後１時30分～３時30分
娃日本橋保健センター５階
亜２歳６カ月～４歳の幼児と保護者
阿・保護者
　　	幼児向き料理とは（料理紹介と
話）

　・幼児
　　大型絵本と紙芝居（食育遊び）
　・親子一緒
　　みんなで楽しく試食
愛15組（申込多数の場合は抽選）
挨無料
姶１月21日（月）から２月８日（金）ま
でに電話で申込む（電子申請も可）。
逢日本橋保健センター健康係
　☎（３６６１）５０７１

スポーツ指導者養成セミナー
「フォロー研修」
唖２月５日（火）
　午後６時30分～８時30分
娃区役所８階大会議室
亜スポーツ指導に関心のある方

［テーマ］目標達成へのプロセス
［講師］富士通株式会社　陸上競技部
　監督　福嶋　正
愛100名（先着順）
挨無料
姶�当日午後６時から直接会場で申込
む。
逢スポーツ課スポーツ事業係
　☎（３５４６）５５３１

区民公開講座
「乳幼児の予防接種について」
　乳幼児の予防接種について一緒に
勉強する講演会を開催します。

離 乳 食 講 習 会

日　　時
2月7日（木） 2月13日（水） 2月14日（木）

午後1時30分～3時

会　　場 中央区保健所
2階　栄養室

日本橋保健センター
5階　料理講習室

対　　象 5～6カ月ごろの
乳児の保護者

1歳～1歳3カ月ごろの
幼児の保護者

9～11カ月ごろの
乳児の保護者

内　　容
1回食の進め方 離乳の完了に向けて 3回食の進め方
・離乳食の作り方の紹介　　　・試食（保護者のみ）

定　　員 各20名（先着順）
費　　用 無　料
申込方法 1月22日（火）から電話で申込む。

申込
（問合せ）先

中央区保健所健康推進課
☎（3541）4260

日本橋保健センター
健康係

☎（3661）5071

別表
日　程 内　容 講　師

2月7日
（木）

メンタルヘルス対策をふまえたハラスメント対
応のポイントとトラブル防止策

臨床心理士、
社会保険労務士
涌井美和子

2月14日
（木）

職場のいじめ・ハラスメントの増加をめぐって
～急がれる労働環境の整備～

弁護士
山下敏雅

施 設 名 ヴィラ本栖 伊豆高原荘

利 用 月 ５月分

在住者優先
申 込

専用はがき(区内在住者優先利用申込書)	 ２月１４日(木)　各施設必着
公共施設予約システム	 ２月１日(金)～１４日(木)　午後１１時
抽選日	 2月16日(土)

空 室 申 込
どなたでも
申込めます

ヴィラ本栖直通バス
伊豆高原荘送迎バス

公共施設予約システムや現地への電話による申込みは、 2月２０日(水）
から受け付けます。

※申込（問合せ）先
　「ヴィラ本栖」 フロント
　☎0120－162312
　（東京23区内からのフリーダイヤル)
　☎0555(87)2711

※申込（問合せ）先
　伊豆高原荘フロント
　☎0120－151307
　（東京23区内からのフリーダイヤル)
　☎0557(53)1163

（ ）

◎公共施設予約システムは、区のホームページや、区役所、日本橋・月島区民センター
に設置してある利用者端末をご利用ください。
◎伊豆高原荘をご利用する際に禁煙室を希望される方、高齢者や身体に障害のある方で	
2階の部屋を希望される方は、施設に直接ご連絡ください。
◎区内4カ所からヴィラ本栖まで乗り換えなしで行ける便利な直通バスを運行しています。
◎伊豆高原荘では、伊豆高原駅から施設までどなたでもご利用できる送迎バスを運行し
ています。
◎詳しくは、区役所・区民センター・区民館などに設置しているパンフレットをご覧い
ただくか、各施設にお問合せください。
逢地域振興課区民施設係　☎（３５４６）５６２３

５月分ヴィラ本栖・
伊豆高原荘申込みのご案内

唖２月２日（土）
　午後２時30分～４時30分
娃月島区民センター１階会議室
亜乳幼児の予防接種について関心の
ある方
◎特に乳幼児のお子さんをお持ちの
方、これからお子さんが産まれる
予定の方はぜひご参加ください。

［講師］東京都医師会公衆衛生委員会
委員長、和田小児科医院院長
　和田紀之
愛100名（先着順）
挨無料
◎直接会場にお越しください。
逢中央区医師会
　☎（３５３１）１０４８

消費生活講座
　詐欺の手口や契約トラブルは、消
費者を取り巻く経済社会環境などに
応じて変化しています。被害にあわ
ないために、最新の悪質商法の事例
をご紹介します。また、万が一のと
きに備え、家族などに伝えたいこと

を書き留めた「エンディングノート」
の作成方法をご紹介します。これか
らの生活を安心して豊かに暮らすき
っかけにしませんか。
唖２月27日（水）
　午後２時～４時
娃築地社会教育会館４階視聴覚室
亜区内在住・在職・在学者
阿・	「悪質商法の被害防止」～「私は
絶対に大丈夫よ」という方へ～

　・	終活日和～大切な人へ伝えるた
めの「エンディングノート」の作
成～

［講師］中央区消費生活センター相談
員　鈴木春代
愛30名（先着順）
姶１月21日（月）から電話で申込む
（電子申請も可）。
◎エンディングノート講座を初めて
受講する方を優先します。

◎２歳６カ月以上の未就学児の保育
を希望する方は、２月８日（金）ま
でに申込んでください。

逢中央区消費生活センター
　☎（３５４６）５３３２

男女共同参画労働セミナー
「職場におけるいじめ・

ハラスメント対策セミナー」

　日頃、ハラスメントなどの相談に
応じている臨床心理士を招き、どの
ようにハラスメントに対処し、トラ
ブルを防止すべきかを個人、組織の
両面からメンタルヘルス対策もふま
えながら伺います。
　また、職場のハラスメントによる
自殺行政訴訟など、労災訴訟に数多
く携わる弁護士を講師に招き、職場
のいじめ・ハラスメントをめぐる判
例・事例から、そのトラブルの対処
法について学んでいきます。
　なお、本セミナーは東京都労働相
談情報センターと共催で実施します。

唖・阿［講師］別表のとおり
［時間］午後６時30分～８時30分
娃女性センター「ブーケ21」
亜区内在住・在勤の方（優先）、その
他関心のある方

愛60名（先着順）
挨無料
姶それぞれ前日までに電話または
ファクスに①～⑤（３頁記入例参
照）、⑥希望受講日を記入して、
または「ＴＯＫＹＯはたらくネッ
ト」ホームページから申込む。

逢女性センター「ブーケ21」内
　総務課女性施策推進係
　☎（５５４３）０６５１
　FAX（５５４３）０６５２
茜「ＴＯＫＹＯはたらくネット」
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp
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(4)テレビ広報番組「こんにちは　中央区です」（15分番組）は、東京ベイネットワークのケーブルテレビ９チャンネル（デジアナ変換）または111チャンネル（デジタル）（毎日AM 
10：00・PM0：00・PM8：00）、東京ケーブルネットワークのケーブルテレビ５チャンネル（デジアナ変換）または111チャンネル（デジタル）（毎日AM9：30・PM0：00・
PM7：30）で放送しています。

築地市場初市（初せり）
1月5日早朝、築地市場で新春恒例の初市が行われまし

た。国内外で水揚げされたマグロがずらりと並べられた
生鮮マグロの卸売場では、卸売業者と仲卸業者の代表者
があいさつし、手締めで商売繁盛を祈願した後、鐘の合
図で初せりが始まりました。

　

昨
年
十
一
月
五
日
に
、
区
役
所

で「
区
政
を
話
し
合
う
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。
区
内
で
活
動
し
て
い

る
各
種
団
体
の
方
た
ち
や
一
般
公

募
の
方
と
区
長
、
区
お
よ
び
区
内

官
公
署
の
幹
部
職
員
が
活
発
に
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
ご
意
見
の
中
か
ら
い
く

つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

意
見
１  

賑
わ
う
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

　

こ
こ
四
～
五
年
、
景
気
低
迷
の

た
め
、
周
囲
の
ビ
ル
に
は
多
く
の

空
室
が
発
生
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
本
来
、
景
気
回
復
策
は
国

に
望
む
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
区
と
し
て
も
何
か
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回
答
１  

区
民
部
長

　

景
気
回
復
は
本
来
、
国
を
挙
げ

て
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
思
い

ま
す
が
、
区
で
も
本
年
度
予
算
の

三
十
一
％
を
景
気
回
復
の
関
連
事

業
に
投
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
起
業
意
欲
の
あ
る

方
を
対
象
と
し
た
起
業
家
塾
の
開

催
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
採
用
促

進
の
た
め
の
情
報
の
発
信
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
技
能
の
習
得
支
援

や
開
設
費
用
の
支
援
を
行
う
な
ど
、

区
内
へ
の
新
規
事
業
所
の
誘
致
に

努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
販
路

拡
大
の
た
め
の
展
示
会
へ
の
出
展

費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
内
の
観
光
振
興
に
も

取
り
組
み
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
な
ど
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

区
で
は
今
後
も
新
た
な
事
業
展

開
の
促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

埋う

め

桝ま

す

及
び
木も

く

樋ひ

区
民
有
形
文
化
財 

考
古
資
料

明
石
町
12
番
1
号 

郷
土
天
文
館

　
“
良
質
な
水
の
確
保
”は
、
今
も

昔
も
私
た
ち
の
生
活
の
根
幹
を
な

す
も
の
で
す
。
日
本
初
の
近
代
水

道（
川
の
水
な
ど
の
沈
殿
・
濾ろ

過か

を
行
い
、
鉄
管
を
通
す
有
圧
の
安

定
配
水
）は
、
明
治
二
十
年（
一
八

八
七
）に
横
浜
で
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
東
京
の
近
代
水
道
は
、
明
治

三
十
二
年（
一
八
九
九
）末
頃
ま
で

に
当
時
の
東
京
市（
現
在
の
中
央

区
に
あ
た
る
京
橋
区
・
日
本
橋
区

を
含
む
十
五
区
）の
ほ
ぼ
全
域
に

通
水
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
明
治

三
十
四
年
、
こ
れ
ま
で
江
戸
・
東

京
の
人
々
が
利
用
し
て
き
た
上
水

道（
旧
水
道
）の
市
内
給
水
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
近
代
的
な
水
道
施

設
の
建
設
以
前
に
利
用
さ
れ
て
き

た
上
水
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

江
戸
時
代
初
期
、
全
国
各
地
で

城
下
町
の
建
設
が
展
開
さ
れ
る
と

と
も
に
、
都
市
化
に
伴
う
飲
料
水

の
安
定
確
保
や
農
業
用
水
の
供
給

な
ど
の
必
要
性
か
ら
水
道
の
敷
設

が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
初

は
池ち

泉せ
ん

や
湧
水
な
ど
か
ら
供
給
し

て
い
た
と
さ
れ
る
江
戸
の
地
に
、

最
も
早
く
開
か
れ
た
の
は「
神
田

上
水
」（
創
始
は
天
正
年
間
・
寛
永

年
間
な
ど
諸
説
あ
り
）で
し
た
。

　

井い

の
頭か

し
ら

池
を
主
水
源
と
す
る
神

田
上
水
は
、
水
源
か
ら
武
蔵
野
の

湧
水（
善
福
寺
池
・
妙
正
寺
池
な

ど
）を
合
せ
な
が
ら
小
石
川
の
関

口（
現
在
の
文
京
区
関
口
）ま
で
開か

い

渠き
ょ

で
導
水
し
、
関
口
の
大
洗
堰
で

分
水
し
た
上
水
は
水
戸
藩
上
屋
敷

内（
現
在
の
文
京
区
後
楽
一
丁
目
・

春
日
一
丁
目
）を
通
っ
て
石せ

き

樋ひ

で

神
田
川
に
至
り
、
神
田
川
を
懸か

け

樋ひ

（
川
の
上
を
横
断
し
て
掛
け
る

樋
）で
渡
し
た
後
は
暗あ

ん

渠き
ょ（
地
中
に

埋
め
た
樋
を
使
用
）で
給
水
さ
れ

ま
し
た
。
給
水
区
域
は
、
下
谷
・

浅
草
を
除
く
江
戸
下
町
の
北
半
分

（
神
田
川
を
北
限
と
し
南
は
京
橋

川
ま
で
、
西
は
大
手
町
か
ら
一
ツ

橋
外
ま
で
、
東
は
隅
田
川
以
西
の

永
代
橋
ま
で
）に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
最
大
の
上
水
で
あ

っ
た「
玉
川
上
水
」（
承
応
三
年（
一

六
五
四
）完
成
）は
、
多
摩
郡
羽
村

の
堰
か
ら
多
摩
川
の
水
を
取
り
入

れ
、
四
谷
大
木
戸（
現
在
の
新
宿

区
四
谷
）ま
で
の
四
十
二
・
七
キ

ロ
を
開
渠
で
導
水
し
、
市
街
に
入

っ
て
か
ら
は
暗
渠
で
給
水
さ
れ
ま

し
た
。
江
戸
城
内
を
は
じ
め
、
主

に
市
街
南
西
部
一
帯（
四
谷
・
麹

町
・
赤
坂
・
芝
・
京
橋
・
築
地
・

八
丁
堀
な
ど
）に
及
ぶ
自
然
流
下

式
の
上
水
で
し
た
。
な
お
、青
山
・

三
田
・
本
所
・
千せ

ん

川か
わ

の
四
上
水
も
順

次
開
か
れ
、
給
水
が
行
わ
れ
ま
し

た（
享
保
七
年（
一
七
二
二
）廃
止
）。

　

さ
て
、
今
回
の
文
化
財
は
、
神

田
上
水
の
配
水
構
造
や
技
術
の
一

端
が
う
か
が
え
る
区
内
で
出
土
し

た
江
戸
時
代
の「
木
樋
」と「
埋
桝
」

で
す
。出
土
地
点
は
、「
日
本
橋
」の

北
詰
に
あ
た
る
室
町
一
丁
目
交
差

点
付
近（
日
本
橋
室
町
一
丁
目
8

番
先
）の
地
下
約
二
メ
ー
ト
ル
で
、

昭
和
五
十
年（
一
九
七
五
）に
行
わ

れ
た
地
下
鉄
半
蔵
門
線
の
建
設
工

事
中
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
樋
と
は
、
給
水
の
た
め
に
地

下
に
埋
設
さ
れ
た
樋ひ

管か
ん

の
こ
と
で

す
。
出
土
し
た
上
水
木
樋
は
、
厚

さ
八
セ
ン
チ
前
後
の
板
を
船ふ

な

釘く
ぎ

で

管
状（
断
面
形
態
は
四
角
）に
固
定

し
た
も
の
で
、
発
見
時
に
は
板
の

継
ぎ
目
に
槙ま

い

肌は
だ（
ヒ
ノ
キ
や
マ
キ

の
皮
を
砕
い
て
繊
維
と
し
た
も

の
）を
充じ

ゅ
う

填て
ん

し
て
漏
水
対
策
が
と

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時

に
出
土
し
た
埋
桝
は
、
樋
管（
木

樋
）の
屈
折
点
や
分
岐
点
に
埋
設

さ
れ
た
装
置
で
、
発
見
時
に
は
埋

桝
の
北
・
東
・
南
側
の
各
面
に
木

樋
が
接
続
し
て
い
ま
し
た
。
構
造

は
、
厚
さ
九
セ
ン
チ
前
後
の
側が

わ

板い
た

（
四
か
ら
五
枚
の
板
を
船
釘
で
つ

な
い
だ
側
面
板
）四
面
と
底
板（
船

釘
で
つ
な
い
だ
四
枚
板
）と
で
組

み
立
て
た
方
形
の
桝（
約
一
・
三

メ
ー
ト
ル
四
方
・
高
さ
約
一
・
六

メ
ー
ト
ル
）で
す
。

　

江
戸
時
代
の
樋ひ

線せ
ん

図（
神
田
上

水
の
配
水
経
路
を
示
し
た
図
）な

ど
を
基
に
配
水
経
路
を
分
析
す
る

と
、
上
水
は
埋
桝
北
面
の
木
樋
を

通
っ
て
埋
桝
に
給
水（
北
の
駿
河

町
方
面
か
ら
の
水
）さ
れ
、
東
面

の
木
樋
へ
の
配
水（
江
戸
橋
方
面

へ
の
水
）と
南
面
の
木
樋
へ
の
配

水（
日
本
橋
魚
市
場
方
面
へ
の

水
）が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
市
街
地
に
お
け
る
江

戸
の
上
水
は
、
埋
設
さ
れ
た
樋
や

桝
を
組
み
合
わ
せ
て
水
道
網
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
っ
子

が
産う

ぶ

湯ゆ

に
使
っ
た
自
慢
の
水
道
は
、

こ
う
し
た
上
水
技
術
に
よ
っ
て
運

ば
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

中
央
区
主
任
文
化
財
調
査
指
導
員

�

増
山
一
成

チョッと
知っ得

埋桝及び木樋

意
見
２  

日
比
谷
線
築
地
駅
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
置
に

つ
い
て

　

日
比
谷
線
築
地
駅
の
本
願
寺
と

京
橋
築
地
小
学
校
方
面
に
は
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
聖
路
加
国
際
病
院
や
福
祉

セ
ン
タ
ー
方
面
に
は
、
急
な
細
い

階
段
が
あ
る
だ
け
で
す
。
こ
の
階

段
だ
け
で
は
、
聖
路
加
国
際
病
院

や
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
通
う
方
々
に

と
っ
て
辛
い
も
の
で
す
。
区
か
ら

東
京
メ
ト
ロ
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な

ど
の
設
置
を
働
き
か
け
て
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回
答
２  

吉
田
副
区
長

　

ご
要
望
の
場
所
の
地
下
に
は
東

京
電
力
の
変
電
所
が
あ
る
た
め
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
を
設
置
す
る

た
め
の
掘
削
は
で
き
な
い
状
況
で

す
。

　

そ
こ
で
、
区
は
、
変
電
所
の
移

設
を
東
京
電
力
と
以
前
か
ら
協
議

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
原
発

事
故
の
発
生
に
よ
り
、
現
在
、
協

議
は
一
時
中
断
し
て
い
ま
す
。

　

区
と
し
て
も
、
ご
要
望
の
場
所

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な

ど
を
設
置
す
る
こ
と

は
悲
願
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
も

実
現
に
向
け
て
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見
３  

重
度
身

体
障
害
児（
者
）の
特

別
支
援
学
校
卒
業
後

の
通
所
施
設
利
用
に

つ
い
て

　

特
別
支
援
学
校
を

卒
業
し
た
重
度
身
体

障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
は
、
現

在
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
通
所
し
て

い
ま
す
が
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
来

年
度
で
定
員
が
満
員
に
な
る
見
込

み
で
す
。
今
後
、
通
所
先
が
確
保

で
き
ず
、
在
宅
で
過
ご
さ
ざ
る
を

得
な
い
子
ど
も
が
出
な
い
よ
う
に

早
急
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。

回
答
３  

福
祉
保
健
部
長

　

現
在
、
東
京
都
全
体
を
見
て
も
、

重
度
身
体
障
害
を
持
つ
お
子
さ
ん

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

受
け
入
れ
枠
に
問
題
が
起
き
な
い

よ
う
に
、
ま
た
、
効
率
的
な
通
所

施
設
の
運
用
を
図
る
た
め
に
東
京

都
と
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

区
で
は
、
新
規
施
設
増
設
の
た

め
の
場
所
の
確
保
が
難
し
い
こ
と

か
ら
、
既
存
施
設
の
有
効
利
用
を

い
か
に
進
め
て
い
く
か
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
業
務
の
見
直
し
を
行
う
と
と

も
に
効
率
的
な
運
営
を
実
施
し
、

受
け
入
れ
態
勢（
人
員
体
制
を
含

む
）の
整
備
に
努
め
、
必
ず
や
近

い
将
来
、
重
度
身
体
障
害
を
持
つ

お
子
さ
ん
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整

え
て
い
き
ま
す
。

※
問
合
せ
先

　

広
報
課
広
聴
係
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「
区
政
を
話
し
合
う
会
」か
ら
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